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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成28年8月25日(2016.8.25)

【公表番号】特表2015-529788(P2015-529788A)
【公表日】平成27年10月8日(2015.10.8)
【年通号数】公開・登録公報2015-063
【出願番号】特願2015-525574(P2015-525574)
【国際特許分類】
   Ｆ２５Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   5/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   5/10     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   5/06     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   1/02     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   1/04     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   1/047    (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   7/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２５Ｂ    1/00     ３９６Ｚ
   Ｃ０９Ｋ    5/04     　　　Ｆ
   Ｃ０９Ｋ    5/04     　　　Ｅ
   Ｃ０９Ｋ    5/04     　　　Ａ
   Ｃ０９Ｋ    5/10     　　　Ｆ
   Ｃ０９Ｋ    5/06     　　　Ａ
   Ｃ０９Ｋ    5/04     　　　Ｃ
   Ｆ２５Ｂ    1/00     ３９６Ａ
   Ｆ２５Ｂ    1/00     ３９６Ｄ
   Ｆ２５Ｂ    1/00     ３９６Ｅ
   Ｆ２５Ｂ    1/00     ３９６Ｒ
   Ｆ２５Ｂ    1/00     ３９６Ｓ
   Ｆ２５Ｂ    1/02     　　　Ｚ
   Ｆ２５Ｂ    1/04     　　　Ｙ
   Ｆ２５Ｂ    1/047    　　　Ｚ
   Ｆ２５Ｂ    7/00     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成28年7月7日(2016.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒートポンプにおいて熱を発生する方法であって、
　熱交換器において、Ｅ－ＨＦＯ－１３３６ｍｚｚを含んでなる作動流体から熱を引き出
し、それによって、冷却された作動流体を発生する工程を含んでなり、前記ヒートポンプ
が高温ヒートポンプであり、かつ前記熱交換器が約５０℃より高い温度で動作する方法。
【請求項２】
　カスケード構造で配置される少なくとも２つの段階の間で熱が交換されるヒートポンプ
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において熱を発生する方法であって、
第１のカスケード段階の第１の作動流体において、選択された低温で熱を吸収する工程と
、高温で熱を供給する第２のカスケード段階の第２の作動流体へ、この熱を伝達する工程
とを含んでなり、前記第２の作動流体がＥ－ＨＦＯ－１３３６ｍｚｚを含んでなる方法。
【請求項３】
　作動流体加熱器、圧縮器、作動流体冷却器および膨張デバイスを含んでなるヒートポン
プ装置であって、Ｅ－ＨＦＯ－１３３６ｍｚｚを含んでなる作動流体を含有し、前記ヒー
トポンプが高温ヒートポンプであり、かつ前記熱交換器が約５０℃より高い温度で動作す
る装置。
【請求項４】
　カスケードシステムとして配置される少なくとも２つの段階を有し、各段階がそれを通
して作動流体を循環させ、熱が前記先行カスケード段階から最終カスケード段階まで伝達
され、かつ前記最終段階の前記作動流体がＥ－ＨＦＯ－１３３６ｍｚｚを含んでなる、請
求項３に記載のヒートポンプ装置。
【請求項５】
　前記作動流体としての、ＣＦＣ－１２、ＣＦＣ－１１４、ＨＣＦＣ－１２４、ＨＣＦＣ
－２２、ＨＦＣ－１３４ａ、ＨＦＣ－２３６ｆａ、ＨＦＣ－２４５ｆａ、炭化水素、ＨＦ
Ｏ－１２３４ｙｆ、Ｅ－ＨＦＯ－１２３４ｚｅ、Ｚ－ＨＦＯ－１２３４ｚｅ、ＨＦＯ－１
２４３ｚｆ、あるいはＨＦＯ－１２３４ｙｆ、Ｅ－ＨＦＯ－１２３４ｚｅ、Ｚ－ＨＦＯ－
１２３４ｚｅまたはＨＦＯ－１２４３ｚｆを含有するブレンドのために設計されたヒート
ポンプまたはチラーにおいて、前記作動流体を置き換えるための方法であって、Ｅ－ＨＦ
Ｏ－１３３６ｍｚｚを含んでなる置き換え作動流体を提供する工程を含んでなり、前記ヒ
ートポンプが、約５０℃より高い作動流体冷却器または凝縮器動作温度を有する高温ヒー
トポンプである方法。
【請求項６】
　カスケードヒートポンプシステムにおいて同時に加熱および冷却を供給する方法であっ
て、ＮＨ3、ＣＯ2、Ｎ2Ｏ、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５、ＨＦＣ－１４３ａ、ＨＦＣ
－２２７ｅａ、ＨＦＣ－２２７ｃａ、ＨＦＣ－２４５ｃｂ、ＨＦＣ－２３６ｆａ、ＨＦＣ
－２３６ｅａ、ＨＦＯ－１２３４ｙｆ、Ｅ－ＨＦＯ－１２３４ｚｅ、ＨＦＯ－１２４３ｚ
ｆ、Ｅ－ＨＦＯ－１２３４ｙｅ、ＨＦＯ－１３３６ｙｆ、ＨＦＯ－１２４３ｙｆ、Ｚ－Ｈ
ＦＯ－１２３４ｚｅ、ＨＣＦＯ－１２３３ｘｆ、ＨＦＣ－１３４ａ、ＨＦＣ－１３４、Ｈ
ＦＣ－１６１、ＨＦＣ－１５２ａ、炭化水素およびそれらの混合物からなる群から選択さ
れる作動流体を含有する低温カスケード段階を提供する工程と、Ｅ－ＨＦＯ－１３３６ｍ
ｚｚを含んでなる作動流体を含有する高温カスケード段階を提供する工程とを含んでなり
、前記低温カスケード段階および前記高温カスケード段階が熱的に接触している方法。
【請求項７】
　（ｉ）Ｅ－ＨＦＯ－１３３６ｍｚｚから本質的になる作動流体、および（ｉｉ）５０℃
以上の温度で分解を防止する安定剤、または（ｉｉｉ）５０℃以上での使用のために適切
な潤滑剤、あるいは（ｉｉ）および（ｉｉｉ）の両方を含んでなる組成物。
【請求項８】
　ＨＣＦＣ－２２作動流体のために設計されたヒートポンプまたはチラーにおいて、ＨＣ
ＦＣ－２２作動流体を置き換える方法であって、Ｅ－ＨＦＯ－１３３６ｍｚｚを含んでな
る置き換え作動流体を提供する工程を含んでなる方法。
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